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	△産業宣教
永遠の力を持った産業人の地の果て(使1:8)
	△RTとTCK伝道学
永遠の力を持ったレムナントの地の果て(使1:8)
	△核心
永遠の力を持った伝道弟子の地の果て(使1:8)

	□序論_神様の絶対計画を見つける必要がある。
1.絶対やぐらイエス様が40日間神の国のこと(やぐら、旅程、道しるべ)を話された。この絶対やぐらを味わうことが祈りだ。
2.絶対味わい 朝、昼、夜、このやぐらを味わえば(3集中)目に見えない力が生じて、プラットフォーム、見張り台、アンテナ(3セッティング)ができる。これを味わっていれば、答え(3答え)が見える。すると、24になり、神の国(25)が見えて、永遠のことが見える。
3.このとき、絶対答えが来る。そうすれば300%となる。すべての宣教、伝道の門も、このように開けば良い。

□本論_重職者産業人の地の果て→伝道者、宣教師、牧会者を助けること
1.族長時代(創14:14-20)代表的人物-アブラハム
1)創13:14-20ある日アブラハムが地の果て(絶対計画)を見たのだ。契約を握って祭壇を築き始め
2)創14:14-20その後にアブラハムが戦争で勝利した後、糸一本も受けないと言った。
3)メルキゼデクに十分の一をささげた。完全に礼拝成功できるようにしてしまったのだ。
2.王政時代
1)Iサム16:1-13(契約伝達-地の果て)大祭司サムエルがダビデとエッサイを訪れてすばらしい契約(王になることと契約の箱、神殿)を伝達する。それがダビデとエッサイの地の果て
2)I列18:1-15オバデヤ 完全に偶像国家になって偽り預言者を850人を王宮に置いたアハブ王。このとき、オバデヤが王の命令を破って預言者を生かした
3)イザ6:13 -ダニ1:8-9神様がイザヤに御座の力とレムナントの契約を与えられる。ダニエルがこの話を地の果て契約として握った
3.初代教会
1)使10:1-45産業人皮なめしシモンの家がミッションホームになった。ここにコルネリウスに行きなさいと命令された
2)使16:15みことばを聞いてマケドニアに行ったが、リディアに会った。神様がリディアの心の門を開けて会うようにされたのだ。
3)使17:6ヤソンが伝道者を助けたのだ。これがテサロニケ教会になった。
4)使18:1-4プリスカ夫婦が一生の間パウロが伝道するように助けたのだ。
5)神様がロマ16:25-27にある永遠の祝福を隠しておいて与えられた。

□結論_神様の前でしなさい。

	レムナントの地の果ては何だろうか。今回のレムナント大会の時に出たメッセージを再び整理してみる必要がある。
□序論
1.私を生かす力が必要。祈りの幸せ24 祈るとき、とてもすばらしい霊的なことが起こるので、幸せだ。
2.現場を生かす力-祈り力25 私たちの力ではなく、上から与えられる25だ。祈りによって。いま信じれば良い。
3.時代を生かす力-祈り完成 永遠 これがレムナントが一生、握るべき契約だ。
4.世の中を生かす力- 24、25、永遠 少しだけ実行すれば変化する力を神様が与えられる。
5.奥義10-未来
△レムナントの地の果ては「未来を見ること、未来を準備すること」だ。今と何の関係もない。
□本論
1.ヨエ2:28最も難しい時「聖霊で男女の奴隷に水を注ぐように注ぐ」
1)息子、娘は預言し
2)老人は夢を見、
3)青年は幻を見る。
2.約束
1)ヨハ14:16助け主聖霊があなたがたの上に臨めば、あなたがたと永遠にともにいる。
	2)ヨハ14:26すべてのことを思い起こさせてくださる。
3)ヨハ16:13将来ことを分かるようにされる。
3.成就(使2:17-18)
1)エルサレム-最も近くにあることから成就が始まる
2)ユダヤ　3)サマリア　
4)地の果て
□結論_イエス様のスケジュール
1.公生涯(聖霊) -イエス様が公生涯3年間、変えることだけを話され、聖霊を約束された。
2.40日(御座) -御座の国のことが臨むように待ちなさいと言われた。
3.10日(三つの祭り) - 10日間祈ったが、五旬節の日に聖霊の働きで未来が見えた。
4.使2:42 「使徒の教えを受けて」、礼拝が生かされ始めた。
5.使2:46-47毎日宮で家でみことばが成就した。
6.定刻-祈る人同士が疎通できるようになり始めた。定刻祈りだ。
7.24、25、永遠 -答えの中の答えだ。レムナントはこれを待ちなさい。
△あらかじめ器を準備しなさい。神様が5000種族を生かして余りあることを私たちの手に与えられた。
	□序論_癒やしの力
1.祈り時間
1)朝-生かす祈り(力)
2)昼-すべてを祈りに変えなさい。
3)夜-答え(メッセージ)を出す
2.内容-祈りの内容
1) 7やぐら-三位一体の神様、御座の力、過去・今日・未来のすべてののろいをなくす神様の力、5力、空中の権威を持つ支配者に勝つ力、CVDIP未来を見る神様の力、3庭
2) 7旅程-三位一体の神様が三つのことを成就させるが、その道が私の旅程、10の土台、10の奥義、どんな場合にも勝つことができる神の子どもの確信5つ。戦わずに流れを変える9つ、一生の答えを見つけて伝達、それですべての生活はキャンプ
3) 7道しるべ-伝道、宣教、事業の成功は絶対やぐら建てること。カルバリの丘の契約、オリーブ山のミッション、マルコの屋上の部屋の体験、アンティオキアの始まり、アジアで起こった完全な神様の導き、マケドニアで起こったターニングポイント、ローマ
3.霊的な病-二つの生命線(祈りと息で脳を生かす祈り)
4.がん-個人化(医師が話すこと、それに合う食べ物、運動、呼吸、祈り)
5.第5次産業革命-主役(ただ福音だけ伝える教会、契約を握った人)

□本論_それゆえ、皆さんがすべき地の果ては癒やしだ。なぜそうなのか。
1.マタ8:1-17癒やしからなさったイエス様、私たちはイエスの御名で癒やし。
2.使3:1-12、使8:4-8、使9:36-43、使10:1-45イエス・キリストの御名によって不治の病の者を癒やし、サマリアで医師が治すことができない病を癒やし、タビタを生かす働き、霊的問題に苦しめられるコルネリウスに答えを与えたペテロ
3.現場癒やし13、16、19 -一番最初に現場をひっくり返す聖霊の導きを受けた、ターニングポイントを見つけ出して、門が開かれる前にマルコの屋上の部屋に起こったそのとおりに再現
4.病気癒やし13、16、19 -医師は絶対に治すことができない病気をイエスの御名で治す働き
△癒やしができなければ伝道も、産業もできない。癒やし運動、黙想運動を備える必要がある。
5.次世代癒やし、未来癒やし
1)使17:1なぜキリストなのか
2)使18:4なぜ安息日、なぜ礼拝、祈りなのか
3)使19:8なぜ神の国かを会堂で次世代に伝達
△門を閉ざす教会、2万大学、237の発展した後遺症、捨てられている5千種族を生かすべき。


	
	△散らされた弟子たち
散らされた弟子たちの地の果て – 5000種族(使1:8)
	

	
	散らされた弟子たちの地の果ては5000種族だ。

1.それゆえ、私たちは237か国から行って弟子、レムナントを見つけ出したのだ。
2.今、時刻表が5000種族に入ることだ。ここは昔にレムナントが奴隷として捕虜として属国となって行ったところだ。そこには5千種族が来ている。
3.それゆえ、私たちは結局TCK。完全に暗闇文化に陥っているCCK。完全に暗闇文化さえもない捨てられているNCKを生かしに行く。
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	2024年8月25日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第34週
三つの庭と永遠の答え(ピリ4:4-13)
	△聖日１部
世界教会をわざわいから救い出そう(ガラ1:1-5)
	△聖日２部/2000地教会局下半期全信徒伝道キャンプ献身礼拝
福音だけを語りなさい(ガラ1:6-10)

	三つの庭は、常に私たちの心の中にとどめていなければならない。すると、永遠の答えとつながる。
□序論_祈り(内容)
1.創37:11ヨセフが重要な契約を心にとどめたがヤコブも心にとどめた。このことのゆえに、神様がヨセフが行く所に祝福を集めて注がれたのだ。
2.Iサム16:1-13大祭司がダビデに与えたみことばをダビデが心にとどめた。そして、神様はダビデを見て「あなたの心だけ見ても」と言われた。
3.イザ6:13 -ダニ1:8-9(心) -イザヤにイスラエルの国が捕虜になることをみことばで与えられた。これをダニエルが心にとどめて、神様の力と福音を伝えると心を定めた。
□本論
1.237庭－ソウルを生かすには全世界の多民族の宿舎があるビルが一番良い。子どもたちがどこで泊まって食事をして生活するかが影響を与える。
1) 7やぐら-私たちが味わう祈りでやぐらを建てるようにさせなければならない。
2) 7旅程-一生、歩いて行くべき旅程を教えなければならない。
3) 7道しるべ-これを教えなければならない。
2.癒やしの庭-これから癒やしという単語を理解できなければ、何もできないだろう。治療は病んだ部分を医師や薬剤師が助けることだ。癒やしは全体を言うことで、病気になるようになったその背景と、その後をみな助けることだ。
1)みことばで先に癒やして、その後に
2)治療するのだ。その人々が力を受けて
3)巡礼者の道を行くようにさせることだ。
3.サミットの庭-全世界レムナントが集まるサミットの庭がなければならない。彼らに何を教えなければならないのか
1)使17:1、18:4、19:8なぜキリストなのか、なぜ礼拝と祈りが重要なのか、祈りの答えは何かを教えなければならない。目に見えるのは後ほど来ることで、それ以前に、まず神の国が成り立つことを教えなければならない。
2)金土日にレムナントに三つの庭を成し遂げるために世界を捕らえる
3)力を養わなければならない。
□結論
1.準備-神様が準備しておかれた。
2.方向-私たちは方向だけ合わせれば良い。
3.CVDIP -レムナントに24、25、永遠が何かを教えることをCVDIPと言う。
△関係契約-世界を動かした重職者は、計算でなく、神様との関係を優先した。神様が私たちとともにおられるという約束をして、契約を与えてくださったのだ。
	□序論_わざわいを止める見張り人として呼ばれた
※礼拝時間-私と関係するところに神の国(Ⅱ列19:35、使12:1-25)
1.わざわい
1)わざわい 戦争するローマ、属国になったイスラエル、福音ではない違うもので時間浪費する教会、なくなって行く教会、個人に隠れた霊的問題
2)わざわいを避ける方法がないから広がるだましごと
(1)占い-悪霊につかれた人を訪ねて行く　(2)輪廻説　
(3)法事(Iコリ10:20)
3)そうするしかない理由
(1)ヨハ8:44あなたがたの父である悪魔　(2)Ⅱコリ11:14光の御使い
(3)結果-急増する精神病、分からない病気、中毒
2.なぜそうなのか
1)マタ24:1-14終わりの時わざわい-この福音が宣べ伝えられた後に終わりが来る。
2)Ⅱテモ3:1-17苦しみの時-神様の愛がなくて自分、お金、世の中を愛す
3)黙12:1-9大きい混乱の時代-黙1:3 
※ここで礼拝する理由を見つけるべき
4)聖書にだけ明らかにされている原因(創3、6、11)神様を離れてネフィリムになってバベルの塔のように崩れる
3.わざわいを止める見張り人-どのように可能なのか
1)ヨハ1:11-12光として来られたキリスト
2)Ⅱコリ5:17キリストの中で新しく造られた者
3)ヨハ1:12その名を信じる者(神の子ども) 
4)Iコリ3:16聖霊があなたがたの中に
5)ヨハ14:16、26永遠に守って悟るように
6)ヨハ16:13将来ことを分かるように
□本論
1.根源的なだましごとから解放させる見張り人(3節)
1)キリストを送って私を見張り人として立てられたことが恵み、その結果が平安
2)原因　(1)神様離れて罠に陥った　(2)暗闇の枠に捕えられる-偶像崇拝
(3)罠に引っかかる-未信者状態６つ
3)根源的にだまされている人々を解放させるべき
2.だまされている教会生活から解放させる見張り人(4節)
1)福音でない、ほかのことを継続するユダヤ教会
2)偶像崇拝、マリアの名で祈れという中世教会　3)門を閉ざす現代教会
3.だまされる次世代の目を開いて解放させる見張り人(5節)
1)237わざわいを止める基準を持ちなさい(RT)　
2)5千種族のわざわい止める基準を握りなさい(TCK)
3)死んでいく部族国家を生かすわざわいを止める見張り人
※御座の力、時空超越の祈り、空前絶後の答えで可能
□結論
1.特別契約時間1)朝　私を生かす2)昼　すべてを祈りに
3)夜　答えを見つけて癒やし
2.わざわいを止めて暗闇を砕く祈りの人と教会必要
3.わざわいに陥った者を救い出す見張り人として私を呼ばれた
	聖書と歴史を見て、のろいと祝福が何か知らなければならない。
	続けてのろいを受けるユダヤ人、ローマ時代が来て臨んだもっと大きなわざわい、教会が門を閉めるアメリカ、青年が礼拝堂に行くことを考えず麻薬をたくさんするヨーロッパ

	私たちの子どもにのろいを伝達することはできない-他の福音を伝えればのろわれる

	1.サタンの12戦略にかかって死んでいく人-それでも福音ではないほかのことを伝える
2.長い間続いているわざわいの中にいる
3.ほかのことを教えるユダヤ教、中世教会-福音が宣べ伝えられたことがない。キリスト弱化
4.イエスを信じても割礼を受けてこそ救われると言ったガラテヤ教会


□序論_福音だけ語りなさい
1.出エジプト-出3:18イエス キリストの血によってだけ、すべてののろい、暗闇から解放
2.運命-ただ福音だけで覆される。イエス・キリストという単語を握るだけで良い。
3.神の子どもになる身分と権威を回復することが福音だ。
□本論_ 3今日　毎日確認だけすれば良い。今日私に成就するみことば、今日私に答えられる祈り、今日の伝道
1.すべての地域で5基礎を始めなさい。
1)ただ、唯一性、再創造の答えが来るタラッパン
2)会う人を癒やすチームの働き
3)家がキャンプになるようにさせるM.H 
4)職場が人を生かす所になる専門教会
5)あちこちに絶対やぐらを建てる地教会
△神様が祝福されるしかない場所にいるべきだ。契約をよく握れば良い。
①出2:1-10福音が何か説明するために息子を王宮に送ったヨケベデ
②Iサム1:9-11ナジル人を与えてください。
③Iサム17:18ダビデに戦場にお手伝いとして送ってしるしを持って来なさい。　
④I列18:1-15預言者100人を隠したオバデヤ
⑤ダニエル、三人の同僚-世界福音化する道を開いてくださった。
2.金土日時代が開かれれば証人として立ちなさい。証拠を話さなければならない(使1:8)
1)病んでいる者- Healing
2) RT-7タラント(必読書とみことば、人物とキリスト、必ず知らなければならない文化と三つの祭り、多くの行事と礼拝/祈り、タラント発見するただ、専門性が生じる唯一性、現場が見える再創造)
3)私の最高の時間は礼拝と聖日(ここで3流れを見ることができるべき)
3.三つの庭の記念碑を建てなさい。
1)次世代に足跡を残しなさい(ヨシ4:1-7)
2)使13、16、19病んだ者が来ることができるべき
3)237-5000種族レムナントが来ることができるようにさせなさい。
□結論_神様がすべてのことを集めて注がれる所
1.その人RT7 　2.そのこと7・7・7　
3.永遠の記念碑、道しるべを建てるその場所
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